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〔研究ノート〕
子どもの居場所と地域コミュニティの創出 
─せたがやウキウキクラブの取り組み─
渡　辺　　　剛
Creating a Local Community and a Place for Children: 
The Setagaya Uki-Uki Club
Tsuyoshi WATANABE
　　The Author has been supervising a “parent-child sports club” at Showa Women’s University 
every Sunday since 2006. In addition, he established after-school childcare in 2016 and the Children 
Future College in 2018 with the mission to provide a space for children to care for in the community 
after school or during the holidays. In this paper, the author will report the results of the Setagaya 
Uki-Uki club activities and the results of research on creating “a place for children” in the local 
community. The research revealed that: (1) In spite of difficulties that may arise, with collaboration 
from local governments, private organizations, and NPOs, local communities will be able to 
maintain space for after-school child-care. (2) Through the activities, programs, and events held by 
the Uki-Uki club, a strong bond has been created between the members of the Uki-Uki club, 
universities, local shopping streets, and the local community. The Uki-Uki club has created and 
activated a new local community. (3) It is necessary to involve more people from the local 
community in order to solve social issues. To achieve that, we should provide chances for local 
people to increase their awareness of those social issues.
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（スポーツクラブ），after-school childcare（学童保育）
はじめに
　震災時の救出や助け合い，超高齢社会における見
守り，安心して子育てができる環境整備等，あらゆ
る世代の人びとが地域で助け合う共助の社会づくり
が，今，求められている。しかし，ある地域では，
子どもの声は騒音だ，子どもが外で大声を出して遊
ぶことは好ましくないといった拒否反応が出ること
もあり，さらに学校帰りの幼い子どもが連れ去られ
殺害される等，痛ましい事件や事故も相次いでいる。
　放課後の子どもの居場所として，児童の安全を確
保するために「放課後児童クラブ」がつくられ，さ
らに，民間企業の「学童保育」への参入，障がい児
を対象とした「放課後等デイサービス」，子ども一
人でも安心して過ごせる場所として食事を提供する
「こども食堂」等が，地域において広がりをみせて
いる。
　筆者は，2006 年から昭和女子大学を活動拠点と
して毎週日曜日に「親子のスポーツクラブ」を開催
している。2016 年には一般社団法人せたがやウキ
ウキクラブ（以下，本文中では「せたがやウキウキクラ
ブ」と略記する）を設立し，同年に学童保育と習い
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事を融合した「放課後アフタースクール」を開設し
た。2018 年には「こども未来カレッジ」を開設し，
放課後や休日の子どもの居場所づくりと子どもを中
心とした地域コミュニティの創出に微力ながらも尽
力している。
　そこで本稿では，「子どもの居場所と地域コミュ
ニティの創出」をテーマに，筆者が取り組んでいる
「せたがやウキウキクラブ」の活動内容を検証し，
地域コミュニティの拠点としての子どもの居場所に
ついて考える。
1　子どもの居場所づくり
　本章では，行政と民間・NPO・地縁の立場から，
東京都世田谷区内に住む子どもの居場所づくりへの
取り組みを紹介し，その課題について述べる。
（1）行政による子どもの居場所づくり
①放課後児童健全育成事業
　学童保育は厚生労働省が所管し，保護者の保育に
欠ける児童の安全を守る場である。正式名称は「放
課後児童健全育成事業」といい，自治体や設置者に
よって，「学童クラブ」「放課後クラブ」「学童保育
所」等と呼ばれている。筆者が活動している東京都
世田谷区では「BOP（ボップ＝Base Of Playing： 遊
びの基地）」と「学童クラブ」を統合して「新 BOP」
と呼ばれている。
　母親等が子どもの小学校入学を機に職場復帰を希
望するケースも多いため，地域によっては申請が殺
到して待機児童が生じるほど需要が高い。待機にな
ったり生活圏に学童保育施設がなかったりして入所
できないと保護者の就労等に大きな不都合が生じる
ため，「小 1 の壁」とも呼ばれて社会問題化してい
る。（図 1 参照）
②放課後子供教室
　文部科学省が推進する「放課後子供教室」は，す
べての子どもを対象とした地域の居場所づくり活動
である。学校内外での子どもに関わる事件の発生が
多くなり，安全・安心な居場所づくりが進められ，
具体化されたものである。すべての小・中学生を対
象に，学校を活用して様々な体験活動や地域との交
流活動等を行うもので，その安全管理や活動指導に
地域の大人がボランティアとして協力している。
③放課後子ども総合プランとその課題
　全ての児童が放課後等を安全・安心に過ごし，多
様な体験・活動を行うことができるよう，2014 年
に厚生労働省と文部科学省が共同で「放課後子ど
も総合プラン」を策定した。これにより，放課後
児童クラブと放課後子供教室が同一の小学校内等
の活動場所（活動場所が隣接する場合も含め）におい
て，放課後子供教室が実施する共通のプログラム
に放課後児童クラブの児童が参加することが明確
化された。
図 1　子どもの「居場所」とは？ 出典： 筆者作成
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　宮地（2017）は，（1）放課後子ども総合プランの
課題として，安心・安全の確保という名目で，学校
という場所（空間）に集約，囲い込みを行っていく
方向にある。（2）放課後子ども総合プランによる学
校施設への集約が，児童館の縮小に影響を及ぼして
いる。（3）地域に子どものつまずきや立ち止まるこ
とを受け入れて，ゆっくりと子どもが育つことを保
障する「居場所」があるのかと指摘している。
（2）民間・NPO・地縁による子どもの居場所づくり
①キッズベースキャンプ（民間）
　キッズベースキャンプは，日常プログラムやイベ
ントプログラムを通じて「社会につながる人間力」
を身につけていく民間の学童保育施設である。日常
プログラムの中では，挨拶やマナー等を身につけ，
自ら宿題に取り組むように促し，「学習習慣」を身
につけることを目標にしている。
②放課後 NPO アフタースクール（NPO）
　放課後 NPO アフタースクールは，様々な体験が
できる学童保育を，放課後の小学校で行う仕組であ
る。「預かり（学童保育）」と「体験（プログラム）」
の 2 つが最大の特徴であり，学校の校舎にある様々
な施設を活用し，多様な活動に子どもたちがチャレ
ンジしている。
③放課後等デイサービス（NPO・社会福祉法人）
　放課後等デイサービスは，6 歳から 18 歳の障害
のある子どもを対象とした福祉サービスである。児
童発達支援管理責任者が作成する個別支援計画に基
づいて，自立支援と日常生活の充実のための活動を
行う。家と学校以外の居場所や友だちをつくること
ができるので「障害児の学童」とも呼ばれている。
④こども食堂（地縁）
　こども食堂は，東京都大田区にある「気まぐれ八
百屋だんだん」の店主であった近藤博子さんが
2012 年につくったのが始まりである。日本の社会
に隠れた「見えない貧困」を目の当たりにした近藤
さんは，自分の手でできることとして「こども食
堂」をスタートさせた。
（3）放課後の子どもの居場所の意義
　住田・南（2003）は，子ども自身がその場所を
「居場所」だと実感できるには「主観的条件」と
「客観的条件」があり，客観的条件には関係性と空
間性の 2 つの軸があるとしている。主観性について
は「子ども自身がホッと安心できる，心が落ち着け
る，そこに居る他者から受容され，肯定されている
と実感できるような場所」であり，関係性において
は「当の子どものありのままを，そこにいる他者が
受け入れ，その子どもに共感的な，同情的な理解を
示しているという関係」がなければならないと指摘
している。
　池本（2010）は，子どもにとってかつて放課後は，
家庭での手伝いや，地域での異年齢の子どもや多様
な大人との出会い，自発的な遊びや自然体験等を通
して，「責任感，忍耐力，チームワーク，自信，体
力・運動能力，コミュニケーション能力，創造力，
集中力を得たり，ストレスを発散すること」ができ
たと述べている。しかし，現在は，子どもが家庭の
手伝いをすることも少なくなり，就労留守家庭の増
加で日中の地域活動の担い手も減り，子どもが遊ん
でいた自然空間も変化していると指摘している。
　また，浜田（2013）は，子どもの放課後はテレビ
ゲームと学習塾が 2 大コンテンツになっており，
「多様な子どもたちが出会い，子どもが心と身体を
一致させて思いっきり遊ぶことのできる『放課後』
は失われた」という問題意識を提示している。
　このような認識を踏まえ，行政と民間・NPO・
地縁の取り組みによって，安全・安心な「放課後の
子どもの居場所」は確保されつつある。しかし，子
どもたちが集団で遊んでいた自然発生的な居場所を
再現するには至っていない。
2　せたがやウキウキクラブの活動と検証
　本章では，筆者が運営しているせたがやウキウキ
クラブの活動内容，イベント開催と地域との連携に
ついてまとめ，地域コミュニティの創出のためにで
きることについて考える。
（1）せたがやウキウキクラブの活動内容
①親子のスポーツクラブ
　2006 年 4 月に設立した親子のスポーツクラブは，
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スポーツを通して，親と子の「ふれあい」を図り，
子どもたちの健やかな成長を「支援」している。
2018 年度は，昭和女子大学を活動拠点に，毎週日
曜日（月 3 回）・年 36 回開催し，プログラム数は，
14 種目・20 クラスである。
　毎週，サッカー（小学生，親子），太極拳，親子リ
トミック体操（よちよち，1・2 歳），ヨーガ，キッズ
ヨーガを開催し，隔週で，マット跳び箱（幼児，小
学生），かけっこ教室（クリニック，幼児・小学生），
ミニバスケ（クリニック，小学生），世界の遊び（小
学生，親子），ヒップホップを開催している。また月
1 回，スナッグゴルフ，ティーボール，ランニング，
マッサージも開催している。
②放課後アフタースクール
　放課後アフタースクール（ウキウキハウス）とは，
就労等の理由で保護者が昼間家庭にいない小学校 1
年生から 3 年生までの児童を対象に，安心して子ど
もを預けられる場所を提供し，子どもたちの楽しい
放課後をつくるために「学童保育と習い事」を融合
したものである。
　月曜日から金曜日の 15 時過ぎにスタッフが，各
小学校（新 BOP）に迎えに行く。子どもたちは，ウ
キウキハウスに着いたら，まず宿題をし，宿題が終
わった子どもから，おやつを食べ，習い事がある日
は習い事に参加する。月曜日は英語，火曜日はクラ
フト，水曜日は習字と料理教室，木曜日はロボット
プログラミングである。また，第 2，第 4 の木曜日
はこども食堂に参加している。英語とクラフトは毎
週実施し，習字と料理教室，ロボットプログラミン
グは月 1 回実施している。
③こども未来カレッジ
　こども未来カレッジは，未来を担う子どもたちに
必要とされる教育プログラム（自分で考え，調べ，判
断をする能力）が学べる，新しい形態の学びの場で
ある。
　子どもたちの様々な興味に対応するため，フィー
ルドワーク，科学実験，ディベート，ワークショッ
プ等，多種多様なリベラルアーツ教育（教養教育）
プログラムを取り揃えている。子どもたちが早い段
階から好きなプログラムを自由に選択できるカレッ
ジ形式で，「自分で考える力」を養えるようにサポ
ートしている。（図 2，図 3 参照）
　さらに，こども未来カレッジでは独自のアクティ
ブ・ラーニングプログラムも実践しており，幅広い
知識が探求できる。人にはいろいろな考え方がある
こと，学びと勉強の違い等についても知ることがで
きる。
（2）イベント開催と地域との連携
①ウキウキまつり（春・秋）
　毎年春と秋に，無料体験イベントとして「ウキウ
キまつり」を開催している。2018 年は，3 月 25 日
に「春のウキウキまつり」を開催し，11 月 25 日に
「秋のウキウキまつり」を開催した。（図 4 参照）
　多い時には 500〜800 名の参加があり，人工芝グ
ラウンドではサッカーやかけっこ教室，体育館では
少林寺拳法やミニバスケ，8 号館地下体育室では親
子リトミック体操やマット跳び箱等のクラスを実施
している。また，8 号館学生ホールでは，アート・
ものづくりのワークショップや親子コンサートが開
催され，こども食堂の協力によりおにぎりも販売し
ている。
②創立 10 周年記念・親子コンサート
　2015 年 6 月に昭和女子大学人見記念講堂で，せ
たがやウキウキクラブ創立 10 周年記念・親子コン
サート「井上あずみとウキウキさんぽ」を開催した。
（図 5 参照）当日は，出演者・スタッフ・ダンスチー
ム（子ども）が 60 名，一般参加者 800 名，学生スタ
ッフ 30 名であった。出演者は，井上あずみさん，
ゆーゆさん，伊藤花りんさん。フィナーレでは，子
どもたちが，人見記念講堂の舞台に上がり，元気い
っぱいに「さんぽ」を歌った。コンサート終了後も，
「さんぽ」を歌いながら，両手を目一杯振って退場
していく子どもたちの様子が見られた。
③こども食堂との連携
　連携しているこども食堂は「せたがや子どもバ
ル・虹」で，毎月第 2・第 4 木曜日に開催されてい
る。2018 年 9 月 13 日は「沖縄料理」で，ジューシ
ー（炊き込みごはん），アーサ汁，ラフティナーベラ
ーンブシー（ヘチマの味噌煮），フータミヤー（麩の
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図 2　せたがやウキウキクラブの事業内容 出典： 筆者作成
図 3　3つの事業部門 写真： せたがやウキウキクラブ所蔵
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図5　親子コンサート（2015年） 写真： せたがやウキウキクラブ所蔵
図4　ウキウキまつり（2018年月） 写真： せたがやウキウキクラブ所蔵
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炒め物），冬瓜のサラダ，沖縄のお菓子であった。
料金は，中学生までの子どもは無料，付き添いの大
人が 1 人 500 円である。毎回 60〜70 名の利用があ
る。（図 6 参照）
（3）せたがやウキウキクラブにできること
　せたがやウキウキクラブは，現在，体育施設の建
て替え工事のため会員数を減らしているが，2015
年度は 500 名を超える会員登録があり，毎週日曜日
に 200〜300 名の親子が参加していた。また，春と
秋に開催しているウキウキまつりでは 500〜800 名
の参加があり，創立 10 周年記念・親子コンサート
では来場者が 800 名を超えた。
　他団体が開催する大きなイベントでは来場者が
1,000 名を超えるものもあるが，そのほとんどは年
に 1 回か，数回の開催で，参加者同士が日常的なつ
ながりを持つまでには至らない。
　せたがやウキウキクラブは，年間の活動を通して，
会員同士が顔見知りになり，地域交流の場を創出し
ている。子どもを通して親同士が仲良くなり，新し
い地域コミュニティが生まれている。また，子ども
たちが活動できる多様なプログラムを用意して，そ
の中から子どもたちが自由に選択して参加できるよ
うにすることが「居場所づくり」の施策に求められ
ている。
　せたがやウキウキクラブが提供する様々なプログ
ラムやイベントを通して，会員，大学，商店街，地
域が様々なカタチで出会い，つながることで地域と
一体となり，新たな地域コミュニティが生まれ，社
会を活性化する基盤と機会が創出されると考える。
3　地域コミュニティの拠点になるために
　本章では，子どもの居場所が地域コミュニティの
拠点になるために必要なことを（1）担い手をつく
る，（2）ネットワークを構築する，（3）情報を発信
する，の 3 点からまとめる。
（1）担い手をつくる
　活動が将来にわたって継続するためには，活動の
担い手となるリーダーや後継者を育成する必要があ
る。せたがやウキウキクラブでは，会員（小学生）
が中学生や高校生になるとボランティアとして活動
図 6　こども食堂（せたがや子どもバル・虹） 写真： せたがやウキウキクラブ所蔵
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を手伝ってくれる。ボランティアとして，せたがや
ウキウキクラブの活動やイベントに参加することで，
せたがやウキウキクラブや地域のために貢献する喜
びやその意義を知り，次世代の活動の担い手となり，
リーダーとして育ってくれることを期待している。
（2）ネットワークを構築する
　ネットワークの構築とは，「地域に存在する資源
なり機関・団体が有機的なつながりを保ち，そのつ
ながりによって地域課題（ニーズ）に取り組むこと
ができる体制づくり」を意味する。
　様々なサービスや近隣での助け合いが不十分な生
活圏域では，まずはこれらを充実させる必要がある。
さらに，それらが有機的に連携し合い，協働して支
援していく体制がつくられることが必要である。例
えば，大学や企業等が保有する専門的知識や技術を
地域の防犯活動等に活用し，あるいは人的支援や施
設を地域に提供することで，大きな成果を生み出す
ことが期待できる。
（3）情報を発信する
　いくら良いことをしていても，世の中の人に伝わ
らなければ意味がない。伝えるには，ブログや
SNS を通じて，実施している事業や関連する社会
課題についての見解を発信したり，行政に対して政
策提言をしたりする必要がある。
　例えば，病児保育の認定 NPO 法人フローレンス
の代表である駒崎弘樹氏は，フローレンスの事業や
関連する社会課題についての見解や行政に対する政
策提言を，ブログや SNS を通じて絶えず発信して
いる。こうした情報発信は，病児保育をはじめとし
た関連課題への意識を啓発すると同時に，フローレ
ンスという団体の認知拡大にもつながっている。
　社会課題を解決するには，より多くの人を巻き込
むことが必要である。そのためにも，日々の情報発
信による「知ってもらうきっかけづくり」が欠かせ
ない。また，日頃からどんな団体でどのような事業
を展開しているか情報発信することも重要である。
まとめ
　本稿では，「子どもの居場所と地域コミュニティ
の創出」というテーマで，せたがやウキウキクラブ
の取り組みについてまとめた。その結果，以下のこ
とが明らかになった。
（1）行政と民間・NPO・地縁の取り組みによって，
安全・安心な「放課後の子どもの居場所」は確保さ
れつつある。しかし，子どもたちが集団で遊んでい
た自然発生的な居場所を再現するには至っていない。
（2）せたがやウキウキクラブが提供する様々なプロ
グラムやイベントを通して，会員，大学，商店街，
地域が様々なカタチで出会い・つながることで地域
と一体となり，新たな地域コミュニティが生まれ，
社会を活性化する基盤と機会が創出される。
（3）社会課題を解決するには，より多くの人を巻き
込むことが必要である。そのためにも，日々の情報
発信による「知ってもらうきっかけづくり」が欠か
せない。また，日頃からどんな団体でどのような事
業を展開しているか情報発信することも重要である。
　放課後や休日の子どもの「居場所」づくりを進め
ていくには，その地域に暮らす子どもの生活全体を
見渡し，安全・安心な生活空間をつくることが必要
である。これまで，せたがやウキウキクラブは，昭
和女子大学を活動拠点として「親子のスポーツクラ
ブ」を中心に，クラブの会員と地域の人との交流を
促進するイベントを開催してきた。それは，新しい
コミュニティの創造に向けたイベントであり，会員
の豊かなライフスタイルと商店街の発展，そして地
域の賑わいを促進するものである。
　地域コミュニティの創出は，楽しいイベントによ
っても進めることができる。「子どもの居場所」を
中心に，親子で楽しいイベントに参加しながら，地
域の人びとが人間関係を確認し，新たな関係が生ま
れ，地域コミュニティが成長していく。そのために，
筆者は今後も活動の担い手を育て，ネットワークを
駆使し，せたがやウキウキクラブの取り組みを「ウ
キウキモデル」と名付け，情報発信していきたい。
また，今回は総括的な報告にとどまったが，今後は
実証性のあるデータをまとめ，せたがやウキウキク
ラブの具体的な取り組みについて続報を紹介してい
きたい。
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付記
　本稿は，公益財団法人公共政策調査会の平成 30 年度懸
賞論文に応募した「子どもの居場所は地域コミュニティ
の拠点になれるか〜せたがやウキウキクラブの取り組み
〜」に加筆・修正したものである。
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